
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。

※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成

国内各種資産利回り
2020年4月10日時点

▲11.05%

国内リート市場は、前週末比で上昇しました。
欧米において新型コロナウイルス感染拡大の勢いが弱まりつつあるとの見方が示されたこ
とや、FRB（米連邦準備制度理事会）が追加資金供給策を発表したことなどから世界的な
リスクオンの動きが進み、東証リート指数は前週末比で7.7％上昇しました。
セクター別では、オフィスセクター、住宅セクター、商業・物流セクターが総じて上昇し
ました。

投資環境見通し（2020年4月）

回復基調を辿る展開を予想
東証リート指数は、減損リスク回避の売りなど需給主導で大幅下落し、景況感悪化による賃料
下落や資金繰り悪化など悲観的な状況を織り込んだ水準にあります。
クレジットリスクの動向には留意するものの、新型肺炎やオリンピック延期の業績への影響
は、ホテルリート以外は限定的であると見ており、東証リート指数は回復基調を辿ると予想し
ます。

騰落率

前週比 1ヵ月前比 6ヵ月前比 1年前比
4月10日

情報提供資料国内リート見通し 2020年4月13日

マーケットの動き（2020年4月6日～4月10日） 東証リート指数、TOPIXの推移
（期間：2019年3月29日～2020年4月10日）
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東証REIT指数 1,547.47 7.73% ▲18.73% ▲30.47% ▲17.31%

＜ご参考＞
TOPIX（東証株価指数）

1,430.04 7.92% 1.66% ▲9.57%
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